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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和 ２ 年 １２ 月 ５ 日

国土交通省 近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所

近年の水害と河川情報について
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近年の降雨傾向について

1
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①1時間降⽔量50mm以上の年間
発⽣回数（1976〜）

②24時間降⽔量100mm以上の
年間発⽣⽇数(1900〜)

③⾬の降る⽇（⽇降⽔量1.0mm
以上）の年間⽇数(1900〜)

• “⾮常に激しい⾬” や⼤⾬の頻度は増加傾向。
• ⼀⽅、降⽔⽇数は減少傾向。

１ ２

３

極端な雨の変化傾向
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河川水位危険度レベルについて
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•避難勧告等に関するガイドラインの改定 H31.3.29

【主な改定点】
■平成30年7月豪雨では、様々な防災情報が発信されているものの、多様かつ難解であるため多くの
住民が活用できない状況であった。
■これを踏まえ、住民等が情報の意味を直感的に理解できるよう、防災情報を5段階の警戒レベルによ
り提供し、住民等の避難行動等を支援する。 4
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避難判断・行動するための
河川水位情報の活用について
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豊岡河川国道事務所 ホームページ「道と川の防災情報」

http://www.kkr.mlit.go.jp/toyooka/bosai

携帯電話、ホームページでの情報提供

○携帯電話やHPで雨量、河川の水位、カメラ画像等を提供しています。
自宅に近い水位・雨量観測所や河川のライブカメラはどこか、事前にチェックしておきましょう。

6
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7

豊岡河川国道事務所 携帯サイト
http://www.kkr.mlit.go.jp/ 
scripts/toyooka/mobile/  
index.php

携帯サイトQRコード→

携帯電話、ホームページでの情報提供

○携帯電話やHPで雨量、河川の水位、カメラ画像等を提供しています。
自宅に近い水位・雨量観測所や河川のライブカメラはどこか、事前にチェックしておきましょう。

携帯電話での防災情報
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④出水時、「氾濫注意水位」（避難準備の目
安）を超えると、10分間隔で測定開始。水位
グラフは堤防天端までの残高を表示

②「円山川」水系をスクロール及びド
ラッグで中央へ揃える

8

川の水位情報 モバイルサイト
https://k.river.go.jp/

川の水位情報 検索

スマートフォン・パソコンでの情報提供

③更にスクロール及びドラックし見たい
箇所まで拡大し、カメラアイコンをクリッ
ク

①マウスポインタを豊岡付近に
してマウス「ホイールボタン」を
上方向にスクロールし拡大

「堀」

⑤「カメラ」ボタンをクリックすると、現在の状
況が確認できる

「河川横断図」
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https://www.kkr.mlit.go.jp/river/bousai/livecamera.html

河川等監視カメラのYouTubeによる映像配信

円山川水系 検索
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SNS(Twitter)を活用した洪水情報の発信

豊岡河川国道事務所HP
Twitterのフォローワーに対し、情報を発信

○平素から、活動情報を配信

○洪水情報を発信
・水防警報
・洪水予報
・被害状況、調査結果 等
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平成30年７月豪雨について

11

【参考資料】
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平成３０年７月豪雨の概要（全国）

○気象庁発表資料によると、「平成３０年７月豪雨」の総降水量（図１）では、西日本の広い範囲で大雨となり、四
国地方で１８００ミリ、東海地方で１２００ミリを超えるところがあるなど、７月の月降水量平年値の２～４倍となる
大雨を観測。

○今回の豪雨は、これまでの梅雨前線や台風による大雨事例と比べて、西日本から東海地方を中心に広い範囲
で、特に、 「２（４８時間）～３日間（７２時間）」の記録的な降水量が観測されたことが大きな特徴（図２）。

図１ 「平成30年7月豪雨」の降水分布（期間：6月28日から7月8日）

平成３０年７月豪雨で観測史上１位を更新した地点（最大７２時間降水量）：
全国１１９地点（うち、西日本９７地点）
※全般気象情報などに用いる地域名の西日本：近畿、中国、四国、九州北部地方、九州南部

図２ 西日本から東海地方にかけての７２時間降水量の期間最大値

【参考資料】
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平成３０年７月豪雨の概要（全国）

○平成30年7月豪雨による全国の主な河川の被災状況（７月３日～）

【参考資料】
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７月６日 １０：００

７月６日 １０：００

平成３０年７月豪雨の概要（近畿管内）

○４日昼から８日にかけて、東日本から西日本に停滞している梅雨前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、
梅雨前線の活動が活発となり、近畿全域で猛烈な雨が断続的に降り、降り始めからの雨量は多いところで近畿
中部で約５４０ミリ、近畿北部で約４８０ミリを超えることとなった。

累加レーダ雨量

大川橋地点（由良川）
累加雨量 ４７６mm
※降り始めからの総雨量

西別院地点（桂川）
累加雨量 ５４１mm
※降り始めからの総雨量

能勢地点（猪名川）
累加雨量 ４９８mm
※降り始めからの総雨量

八鹿地点（円山川）
累加雨量 ４３４mm
※降り始めからの総雨量

板波地点（加古川）
累加雨量 ３２９mm
※降り始めからの総雨量

龍野地点（揖保川）
累加雨量 ２８７mm
※降り始めからの総雨量

【参考資料】
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大滝ダム

揖
保
川

加
古
川

大和川

紀の川

熊野川

淀川

桂川

北川

円山川

由良川

猪
名
川

猿谷ダム

野洲川

瀬田川
宇治川

大戸川ダム
天ケ瀬ダム

高山ダム（機）

青蓮寺ダム（機）
室生ダム（機）

木津川
布目ダム（機）

川上ダム（機）

比奈知ダム（機）

一庫ダム（機）

日吉ダム（機）

九頭竜川

真名川ダム

九頭竜ダム

足羽川ダム

国管理河川の水位状況

１．河川出水状況（直轄河川）
●氾濫危険水位超過＜７河川＞
淀川水系

桂川（桂水位観測所）
大和川水系

佐保川（番条水位観測所）
円山川水系

円山川（立野水位観測所）
出石川（弘原水位観測所）

揖保川水系
揖保川（龍野水位観測所）

由良川水系

由良川（福知山水位観測所）
加古川水系

加古川（板波、国包水位観測所）
●避難判断水位超過＜３河川＞
大和川水系

大和川（板東水位観測所）
円山川水系

奈佐川（立野水位観測所）
揖保川水系

栗栖川（東栗栖水位観測所）

：河川 ：ダム ：建設中ダム

（機）：（独）水資源機構ダム

凡例

氾濫危険水位超過

避難判断水位超過

※数値等は速報値ですので、
今後の精査等により変更する場合があります。

【参考資料】

資3-1-16



5,000 4 , 8 1 7

4 ,4 3 5

3 , 8 8 2

3 , 0 8 9 3 , 0 6 4
2 ,9 5 0

2 ,7 8 6
2 ,7 1 5

2 , 6 2 4   2 , 6 1 7 2 , 5 9 5
2 ,4 6 1

2 , 2 7 9 2 , 2 1 2
2 ,1 2 5

1 , 8 4 8   1 , 8 4 5   1 , 8 3 9   1 , 8 3 4   1 , 8 3 1   1 , 8 2 8
1 , 7 5 1 1 , 7 2 1

H 16 S3 4 H 30 H 21 H 2 H 29 S4 7 H 23 S3 6 S4 0 S5 1 S5 4 H 25 H 10 S6 2 H 11 S5 8 Ｈ 26S
5 7 S4 9 H 18 S4 1

円山川(立野)の年最大流量

4,000

3,000

2,000

1,000

0

流
量
(m

3 /s
)

平成30年7月豪雨 ※速報値

平成21年8月(台風9号)

平成29年9月(台風18号) ※速報値

平成23年9月(台風12号)

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H1
0

H1
1

H1
2

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

氾濫危険水位6.20m

水防団待機水位2.50m

氾濫注意水位4.50m

避難判断水位水位5.20m

計画高水位8.16m
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平成16年10月(台風23号)(整備計画対象洪水) 平成30年7月7日4:00
ピーク水位 6.96m

既往洪水での円山川(立野)における最高水位
※数値等は速報値ですので，今後の精査等により変更する場合があります。

○平成30年7月5日午前から7日深夜にかけて、東日本から西日本に停滞している梅雨前線の活動が活発となり、近畿全域で猛烈な雨が断続的に降り、降り始めか
らの雨量は多いところで約500ミリを超えた。

○西日本一帯に甚大な被害をもたらし、平成30年7月豪雨と命名されたこの出水により、円山川の立野地点では、7日午前4時に氾濫危険水位を超過する最高水位
T.P.＋6.96mを記録した。
立野地点では、最大流量約3,900m3/sを観測した。

○平成16年台風23号被害を受け、平成22年までに実施した河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）にて、河道掘削工事等を実施した。仮に、今回出水が激特
事業着手前の河道に流れた場合、立野地点における最高水位は、T.P.＋7.52mとなり、これは、既往最高水位を記録した平成16年台風23号出水に次ぐ水位に相
当する。

○激特事業による河道掘削が、立野地点において56cmもの水位低減効果を発揮していたことが確認された。

4,817

3,882

激特事業着手前ケースの水位規模

円山川(立野)の年最高水位
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水
位
(T
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m
) 8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

激特着手前

激特着手前の場合
2番目相当の水位

河道掘削により
56cm水位低下！

平成30年7月豪雨による事務所管内の出水概要

8.29
7.52

6.96

【参考資料】
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○円山川水系奈佐川の水位が上昇し、福田地区の堤防裏法面から漏水が発見さ
れる。堤防決壊に繋がるおそれがあるため、豊岡消防団50名により決壊を防
ぐ水防工法として月の輪工(土のう約200袋)を実施。

住民から樋門操
作員へ漏水が発
生していると連
絡があり、その
後、職員が現地
で漏水を確認。

○7：15
豊岡市豊岡消防
団により、水防
工法として、月
の輪工を実施。

○8：00 月の輪

工を設置完了。

漏水状況

水防活動
実施箇所

水防活動箇所
■時系列(7月7日(土))○5：30

奈佐川 月の輪工 実施状況

H30.7.7 8時頃

H30.7.7 6時頃

H30.7.7 14時頃

噴砂発生箇所

L15.0kp

L16.0kp R15.0kp

R16.0kp水防活動実施箇所

水防活動状況

釜段工完了

○円山川の水位が上昇し、豊岡市九日市地区(左岸16.0k付近)で基盤漏水が確
認された。

今後の再発を防ぐ目的で、豊岡市消防団、自警団計70名が釜段工(土のう約
500袋 直径約4m、高さ約80cm)を実施。

橋

位置図

出石川

H30.7.9

【 福 田 地 区 ( 奈 佐 川 ) 】 【 九 日 市 地 区 ( 円 山 川 ) 】

■時系列(7月10日～15日)
○7/10
住民から漏水していたと連絡があり、

現地立会を実施。噴砂は止まっており、
緊急性が無い事を確認。豊岡市へ水防
活動の実施を要請。

○7/15 12:00
現地での再発防止を目的に、豊岡市消
防団、自警団計70名が土のう500袋を
用いた直径約4m、高さ約80cmの釜段工
を実施。

■時系列(7月10
日～15日)

位置図 兵庫県豊岡市九日市地先
円山川左岸16.0k付近

水防活動箇所

豊岡河川国道事務所管内の水防活動

兵庫県豊岡市福田地先
奈佐川右岸2.4k＋40m

H30.7.10

H30.7.15

H30.7.15

出石川

【参考資料】
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令和元年１０月豪雨について
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【参考資料】
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令和元年１０月豪雨の概要（全国） 【参考資料】

10月12日19時

・台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方
を中心に広い
範囲で記録的な大雨となった。
・10日からの総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミ
リを超えた。

レーダ雨量図
期間降水量分布図（10月10日0時～10月13日24時）

降⽔量の機関合計値
機関︓2,019年10⽉10⽇〜2,019年10⽉13⽇

神奈川県 ⾜柄下郡箱根町
箱 根 1001.5mm

静岡県 伊⾖市
湯ヶ島 760.0mm

東京都 ⻄多摩郡檜原村
⼩ 沢 649.0mm

埼⽟県 秩⽗市
浦 ⼭ 687.0mm

宮城県 伊具郡丸森町
筆 甫 607.5mm

岩⼿県 下閉伊郡普代村
普 代 467.0mm

400
300
200
100
50
20
10
0.5

(mm)
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【参考資料】令和元年１０月豪雨の概要（関東）

○関東地方整備局管内では、台風１９号の降雨により、多くの雨量観測地点で既往最高雨量となりました。

⑦
⑧

①

②

⑤⑥

③
④

凡例
河川
流域界
直轄河川区間
直轄砂防区間
決壊箇所【国管理】
ダム
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○令和元年１０月豪雨による関東の主な河川の被災状況

【参考資料】令和元年１０月豪雨の概要（関東）

凡例
河川
流域界
直轄河川区間
直轄砂防区間
決壊箇所【国管理】
ダム
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○令和元年１０月豪雨による関東の主な土砂災害状況

【参考資料】令和元年１０月豪雨の概要（関東）

群馬県嬬恋村（土石流）
群馬県富岡市（地すべり）
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【参考資料】令和元年１０月豪雨の概要（関東）
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令和２年７月豪雨について
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【参考資料】
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令和２年７月豪雨
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地域コミュニティにおける防災

＜地区で一人も犠牲者を出さないために＞

2020年12月５日（土）

中竹野地区コミュニティ

資料3-2
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１．避難の考え方について
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避難の考え方
１．「避難」とは難を避ける行動のことです。

２．市の避難場所に行くことだけが

避難ではありません。

【避難先の検討順】
⑴まずは、「自宅」
⑵次に、「安全確保ができる場所」
⑶最後の砦として・・・「指定緊急避難場所」

避難場所以外の選択肢を増やす・・・・分散避難

自分が今いる場所より、より安全な場所へ移動することです。
・・・・「安全」と「安心」は違います！

資3-2-3



まず始めに、
みなさんにお願いしたいこと

防災マップとは・・・？
住んでいる場所の水害や土砂災害の危険性を、地図上で確認す

ることができます。浸水の深さや土砂災害の危険度ごとに色分けさ
れています。
本市では、およそ100年に1回の大雨が降り、直近の堤防が決壊

した場合の浸水状況を重ね合わせて示しています。

「豊岡市防災マップ」で検索すれば、行政区別、地域コミュニティ別の
マップを確認、印刷することができます。

行政区別防災マップで災害リスクの確認
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須谷区

芦谷区

小丸区

轟区

鬼神谷区

下塚区

林区

東大谷区

金原区
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避難すべき人①
土砂災害警戒区域(土石流)

土砂災害特別警戒区域(土石流)

土砂災害警戒区域(急傾斜)

土砂災害特別警戒区域(急傾斜)

土砂災害警戒区域(地すべり)

外水氾濫で家屋倒壊の危険が
あるエリア

5.0m

3.0m

0.5m

5m以上
（2階水没）

3m～5m未満
（2階浸水）

0.5m～3m未満
（1階床上浸水）

0.5m未満
（1階床下浸水）

土砂災害警戒区域

家屋倒壊危険区域

浸水深3m～5m未満
の区域

浸水深0.5m～3m未満
の区域

浸水深0.5m未満の区域

浸水深5m以上の区域

区域外への
早めの避難が
必要

建物の高さと
浸水深を比較し、
浸水深が深い場合
は区域外への避
難が必要

※移動するのがかえ
って危険な場合は、
自宅2階以上（ガケ
から離れた場所）で
命を守る

水害や土砂災害により、
直接的に被害を受ける危険がある人
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◎予め決めた避難先に立ち退き避難する必要があるのは

① 外水氾濫で家屋倒壊の危険があるエリアのお宅

② 土砂災害警戒区域内の特に斜面に近接する所のお宅

③ 防災マップで想定浸水深が３ｍ以上の２階建住宅のお宅

④ 防災マップで想定浸水深が0.5ｍ以上の平屋住宅のお宅

⑤ 河川に隣接するお宅
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立ち退き避難
（予め決めた避難先への避難）

屋内安全確保
（自宅２階等への待避等）

・コロナ感染症予防対策のためにも、

親戚や知人宅、極端に言えば安全

な場所での車中泊などにより、一晩、

難を逃れることができるのであれば

そちらを優先してください。

・高い建物にお住まいであれば自宅

で問題ありません。

・夜間や激しい降雨時、道路冠水時

など避難のタイミングが遅れた場合

は、自宅や自宅より安全と考えられ

る付近の建物の２階以上に緊急避

難してください。

◆ 避難とは命を守る選択である

市が指定した避難場所は宿泊施設ではないので決して快適ではありません。

特にコロナ感染症防止対策も伴います。よって、安全な場所であれば、

親せきや友人、近所のより安全なお宅も避難先の選択肢とする風土を作って

ください。

また、自宅の２階以上に留まることにより被災を免れる可能性が高いなら、

屋外移動しないという選択もあります。
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河川
堤防

山

川から離れる
山から離れる
谷筋から離れる

浸水区域

土砂災害警戒区域

もし、集落内の全ての家屋が、｢浸水区域」若しくは｢土砂災害警戒区域」に

立地しており、なおかつ指定された避難場所が遠くにある場合どうするか。

最も確実なのは、早めに安全なご親戚や友人宅にさっさと避難いただくこと

ですが、それができない場合、集落内で「相対的に安全な場所の２階以上」に

分散して避難してください。これを実践するためには、平時に「誰が誰の家に

避難するか」等を防災マップを見て決めておくことが必要です。

相対的に安全な場所

ご近所避難

避難先への避難が困難な場合はご近所避難を
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土砂災害の被災者10人中９人は１階で被災。雨が降り続くときは、市から

の避難勧告が無くても、2階の山とは反対側で過ごすなど自己防衛が必要。

最低でも山から離れて過ごす
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２．避難情報について
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警戒レベル４：避難指示(緊急)

警戒レベル４：避難勧告

自主避難所の開設
夜間に避難勧告以上の情報を発令する

可能性がある時、夜間の避難が不安な方

を対象に早めの自主避難を呼びかけます。

法律等に規定

◆ 避難情報の意味（警戒レベル）

危険が迫っています。
直ちに緊急安全確保を！
直ちに避難を終了できない場合
は、建物の２階以上に緊急退避

基本的に安全を確保でき
る場所へ全員避難

高齢者など避難に時間を要

する人は避難。

その他の方は避難の準備。

警戒レベル３：避難準備・
高齢者等避難開始

直ちに避難を 終了

全員避難を

避難の

開始

準備

注：2021年度出水期には「避難情報」見直し予定
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■洪水に関する避難情報の目安

河川管理者は、河川ごとに避難勧告等の目安となる基準水位を定めてい
ます。市は、この水位を参考に、堤防決壊などの危険性を避難情報として
お届けしています。河川の水位は、インターネットで閲覧が可能です。「市
のホームページ」若しくは「川の防災情報」で検索してください。

河川（観測所） 避難準備情報 避難勧告 避難指示

円山川下流 (立野) 4.50ｍ 6.20ｍ 7.16ｍ
出石川下流 (弘原) 2.40ｍ 4.30ｍ 4.80ｍ
奈佐川下流 (宮井) 3.20ｍ 4.10ｍ 4.90ｍ
奈佐川上流 (野垣) 2.30ｍ 2.60ｍ 3.20ｍ
出石川上流 (矢根) 3.20ｍ 3.80ｍ 4.30ｍ
稲葉川 (伊府) 1.90ｍ 2.20ｍ 3.00ｍ
竹野川 (森本) 2.80ｍ 3.20ｍ 3.80ｍ

【豊岡市の洪水時避難基準】
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平成30年7月6日(金)23時20分 （特別警報発表30分後）

■土砂災害に関する避難情報の目安
兵庫県地域別土砂災害危険度で最新の土砂災害危険度を把握する
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安全な場所

安全な経路

安全なタイミング

◎避難する場所は自宅より安全か
最悪の事態が発⽣しても命を守れる場所か
堤防が決壊しても浸⽔しない場所か
⼟砂災害の危険性のない場所か

◎避難する時期を失していないか
堤防が決壊する可能性は無いか
家の前の道路が冠⽔していないか
河川⽔位など情報把握はできているか

◎避難経路に危険箇所はないか
移動途中で被災する可能性は無いか
移動途中に⼟砂災害の危険性はないか
移動途中に強い流れはないか

安全な避難のための３原則

「安全」と「安心」は違います！
区民が集まって避難している公民館は「安心」はできるかもしれませんが
平屋の公民館は、自宅よりも「安全」な場所ではないかもしれません。
安全な経路で移動できますか？安全に移動できるタイミングですか？

一人の犠牲者も出さないため
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「早く、賢く、さっさと逃げる」

災害文化としてください。
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３．地域コミュニティにご協力
いただきたい取組み例
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◆ 自主防災組織にお願いしていること

災害時に 「いつ」「誰が」「誰を」「どこに」 避難させるかを定めた
災害時要援護者 個別支援計画 の策定を、市内全区に求めてい
ます。
2020年度8月末の策定率は、市全体で51.8%（133区）と未だ

低い状態ですので、未策定の区は早期に策定をお願いします。

☛支援いただく方については市がボランティア保険に加入

☛避難行動要援護者（個別支援計画作成済）数：613人
登録支援者数1,057人（うちボランティア保険加入者数896人）
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「マイ避難カード」作成取組の普及
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1,680円

12,366円
3,800円
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2,970円
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コロナ感染症防止対策として非常持ち出し品に加えて
ください
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災害に関する社協の取組み

社会福祉法人 豊岡市社会福祉協議会

資料3-3
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災害発生前（平常時）
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支え合いマップ
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災害発生後（非常時）
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自らの力による
生活の再建

近隣住民の
助け合いによる

復旧・復興

地元だけではどうにもならない

災害ボランティアセンター

ボランティアの力を借りて、復旧・復興に向けて、
被災者が自立・生活再建することを目指す

被災状況の把握
・被災状況の確認、情報収集（区長、民生委員、福祉委員などと連携）

被災状況・ニーズにより

資3-3-7



災害ボランティアセンターの主な役割

１ 被災地域の現状把握・整理

・被災状況の把握を行い、適正な災害ボラセン運営を図る

２ 被災者の要望、ボランティア依頼（ニーズ）の把握
・必要な災害ボランティア活動等の把握など

３ 災害ボランティアに関する情報収集・発信
・災害ボランティアの募集、活動に必要な資材の調達など

４ ボランティアコーディネート（調整）機能の発揮

５ ボランティア活動の安全衛生管理

６ 行政や関係機関等との連絡調整
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災害ボランティアの活動内容（例）

• がれきの撤去や泥かき

• 家の中の片づけ（家財の運搬や整理、廃棄）

• 避難所での物資の仕分け、ベッド作り、炊き出し支援

• 病院や福祉避難所への移送のサポート

• 避難所でのミニコンサート、マッサージ、話し相手

• 保育活動、子どもの遊び場づくり、学習支援

• コミュニティーづくり（サロンなど）

• 災害ボランティアセンターの運営

• その他

フェーズ（段階、時期）、ニーズに合わせた
多様な活動
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補足：危険度分布等の災害情報について

資料3-4
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1

（参考） 「避難」の判断に資する 「危険度分布」
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2

（参考） 「避難」の判断に資する「危険度分布」

■洪水警報の危険度分布
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（参考） 「避難」の判断に資する 「危険度分布」

3

活
用
方
法

基
準

引用） 気象庁Webサイト「土砂災害警戒情報」

■土砂災害警戒判定メッシュ情報
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（参考） 「避難」の判断に資する 「土砂災害警戒情報」

4
引用） 気象庁Webサイト「土砂災害警戒情報」

大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害が
いつ発生してもおかしくない状況となったときに、
市町村長の避難勧告や住民の自主避難の判断を支援するよう、
対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける 情報

目
的

活
用
方
法

過去に発生した土砂災害をくまなく調査した上で
「この基準を超えると、過去の重大な土砂災害の発生時に匹敵する
極めて危険な状況となり、この段階では命に危険が及ぶような
土砂災害がすでに発生していてもおかしくない」という基準 を設定

基
準

“土砂災害警戒情報”が
発表されたときには、
“土砂災害警戒判定メッシュ情報”
を確認し、遅くとも該当領域に
「非常に危険」（薄い紫色）が
出現した時点で速やかに
避難を開始することが大変重要
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（参考）空き瓶を使った自前の雨量観測

5

【群馬県での取組事例】

地域のルールとして、降雨時、空き瓶を自宅の外に設置
し、雨量計測をする事を地域で取り決め

雨量計測のための空き瓶
を使用した避難訓練も実施

連続雨量100mm以上、または１時間雨量20mm以上
となったら警戒体制に入る
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（参考）ペットボトルを使った自前の雨量計

6

ペットボトルの

上の部分を切り取る

テープに油性マジックで

１センチ目もりを書く

０ミリを下にして

目もりを貼る

０ミリのところまで

水をいれておく
ゆ せ い

は
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